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夏 の 養 鶏

むし暑い亜熱帯の沖縄に､養鶏が適するか否かという

論議をしりめに､鶏の数は､夏の水銀柱のようにグング

ンのびて､今や､沖組の鶏は66万羽をこえるようになっ

た｡

多くの人々に､新しい､安V,卵を供給 し､同時に生産

者も利益をうけるように､養鶏を軌道にのせるために､

多くの問題があるだろうことが考えられるが､鶏の飼い

にくV,夏の時期の2つの問題につV,て考えてみたい｡

1.夏 の 軟 便

ケ-ジ養鶏が盛んになるにつれて､夏の軟便が養鶏家

を岡らすようになった｡暑 くなると鶏は､沢山水をのむ

ことは､人間や他の動物と同じであるが､ケージでは､

バタリーで鶏を飼うよりも多くの水をのむ｡

愛知県 種鶏場 Jj調査では､気温摂氏32度の略に､1羽

が1日にのむ水の塵は､次のようになってV,る.

平鋼＼( バ ク リー ケージ

1日にのむ 231cc 210cc 31CCC
水 の :星 (1合3勺) (1合2勺) (1合7勺)

即ち､ バク1)-では､1判で1合2勺しかのまいなのに､

ケージでは､1合7勺ものんでV,る｡

水を沢山のむので､のんだ水は､尿となって沢山排准

される｡鶏は､発と尿と同時に出すから､夏のケージ養

鶏は､軟便で養鶏家をなやますのである｡軟便は､下痢

とは違うので､そのために産卵が減るわけではないが､

鶏舎を汚すので困るのである｡

軟便を防ぐために､次の方法が考えられる｡
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根には,屋根の上に草を束ねて並べ､日光の朗 姥 防ぐ

等いろV'ろ工夫して､鶏舎を涼しくすることが､-･番よ

V､方法である｡

…飲み 水 を 制 限 す る -:.

この方法は､鶏の健康や産卵に悪V,影響を与えずに､

しかも軟便の防止に役立たなくてはならないoケージに

入れると/{タリーや平飼いに比べて､何故多くの水をの

むのか､その際因はよく卦ってV,なV,｡飲み水を制限す

ることも､よV,ことか､恵V,ことか､よく昇ってV'なV'

が､普通に行われているJJJ駄 文は研究されてV'る方法

は次のようである｡

1. 給水宜を制限する方法

飲水環は､暑さの度合と開陳があり又鶏の個体によっ

て違うので､いくらに馴眼した らよV,か卦らないが･

例えば､1日21CCC即ち1含2勺のむとして､之を3つに分

け､1口3T-r欄 を与えるときに､所要良を給水する方法で

ある.叉は､ この泊の水で､餌をねり餌にしてij.える方

法がある｡

2, 給水時間を制限する方法

1日に､のます水のNiをよく考えてからでないと 時間

は決定されなV,が､例えば､1日3回15分間の制限給水で

生産には影幣を与えずに､糞の状態を改善='r#たとV'う

軸告があるが､これは､7メ.)カでの試験であるから､

沖縄でもこの通りでよvlかどうか､分らない0

3. 給水器の位社をかえる方法

この方法は､かろうじて水がのめる程度に､給水樋の

位置を高くしたり､給水樋を給餌器と反対側に移すJb一法

である｡尚飲水を技くする方法等が考えられてV'るoV'

づれにしても制限給水は､給水量を誤ると､鶏に対す る

影響を生ずるので､軟便防止の根本策とはV'えなvlo

原則的に､鶏舎の防暑に､盈点を患V,て室温を下げる

ように努めないとV,けなvlo前述のように､軟便は､産

卵に影響するというよりも､鶏舎を汚すので困るのであ

るから､水を制限するにしても､制限し過ぎないように

注意したvl.水は､何等制限の必要がなV,という人も沢

山V,るのであるから｡

2.大 雛 育 成

6月は殆んどの養鶏家が大雛を育成する時期であるC土

の上で鶏を飼うことが見られなくなり､雄の育成もバタ

リーでやって､土をふませないから､コクシジウム症や

姻虫等の宮が少くなって､育班は非常に楽になったが､

その反面､牡は運動する広V,場所もなvV)で､体のしま

った､頑健な鶏が少くなって､体の小さV,弱V,鶴がu~',栄

るようになった｡弱い鶏では､立派な成続をあげること

がLL･.来な＼/.ので､バクリ-でも平鋼V,や放牧と同じ付に
体各封切 砿肉の発達した発育のよV､鶏を育成しようと考

えLL'.したのが大桃バク1)-であるo

大髄′{タ･)-の煩ALは､バタリー内で､経が､羽ばた

きしながらかけまわることの比.来る適当な広さと高さで

ある｡

大きさは､長さ-9尺～12尺､巾-3尺､Fr,';さ-1一尺2寸

その中に収容判数は､10羽が適当であるとV,う､第省は

その大きさで殖念乍ら20羽も育成してV,るが､それでも

ヒナが死んだ り､弱いヒナが出ることはなく､班い,(ダ

リ-で飼育するのに比べて､はるかに立派な鶏を育成し

て＼ハる｡

大離/{タリーで 飼う期間は､60日bLiから産卵を始め

る3週間位前迄､戒は 初産が近づいて,けんかを始める

坑道とする.をの接は単飼ケージに移すのである｡そう

すると最後の1羽まで立派に育成出来る,̀ 是非大眺バグ

リーを造り､立派な鶏を育成したいものである｡

(松 田 佑 - )
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